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電気ストーブ火災に注意!

　火災が起きた時は、いち早く気づくことがとても重要です。
東京消防庁の管内（島しょ地域と稲城市を除く東京都全域）で
は火災予防条例により、全ての居室、台所、階段に住宅用火災警報器の設置
が義務付けられています。定められた全ての場所へ設置しましょう。
　住宅用火災警報器の性能維持のため、ホコリを取るなど掃除をしましょう。
また、機器の寿命や故障、電池切れ等により、火災を感知できなくなることが
ありますので、本体のボタンを押す、ひもを引くなど定期的に作動確認を行
いましょう。住宅用火災警報器には、火災発生時に１つの住宅用火災警報器
が感知すると、設置された全ての部屋で鳴動する連動式のものや、光や振動
で火災を知らせてくれる付加機能の付いたものがあります。詳しくは、お近
くの消防署へお気軽にお問い合わせください。

防災週間 8月30日（木）~9月5日（水）まで

住宅火災の被害を防ぐため住宅用防災機器を備えましょう。

住宅用火災警報器

平成29年の東京消防庁管内の電気ストーブ火災は
100件で、8人の方が亡くなり、32人の方がけがをさ
れています。過去10年間の状況を見てみると、毎年
100件前後電気ストーブ火災が発生しています。

もしもの火災に備えましょう。
住宅用火災警報器は、火災を早期に発見し、
知らせることで大切な命を守ります。

　消火器による初期消火は、火災の被害の抑制に非常に効果的
です。火を使う場所には、消火器を備えましょう。
　消火器には、共同住宅等で設置が義務付けられている消火器のほか、一
般住宅向けの小型で軽量な住宅用消火器や片手でも使用できるスプレー
式のエアゾール式簡易消火具があります。
　いざという時に備えて、地域の防災訓練や消防署のイベントに参加して
消火器の適切な使い方を身に付けましょう。

消火器 ご家庭に消火器を備え、
適切な使い方を身に付けましょう。

電気ストーブ火災の実態

電気ストーブ火災の特徴電気ストーブ火災の特徴

電気ストーブは不具合を感じたら使用中止を！電気ストーブは不具合を感じたら使用中止を！

電気ストーブ火災による死者の7割は、75歳以上の
後期高齢者の方が占めています。一人暮らしの方が電
気ストーブのスイッチを入れたまま就寝し、寝返りの
際に布団が接触したことにより、火災が発生し、亡く
なっています。また、火災の程度が大きくなくても一
酸化炭素中毒により亡くなる方が多いのが現状です。

電気ストーブを使用するときは、周囲に燃えやすい物を置かない、外出時や就寝時には必ず消し、ストーブの近くで洗
濯物を乾かさないようにしてください。
また、電気製品は長期間の使用によって、内部の部品に劣化や摩耗が生じ、発火の原因となることがあります。使用中、
不具合を感じたときは、使用を中止し、専門の業者に点検してもらいましょう。

　寝具や着衣など身の回りの物への着火による事故や火災が多く発生し
ています。火災から身を守るため防炎製品を使いましょう。

　防炎製品は、火が接しても着火しにくく、燃え広がるのを防ぎ
ます。防炎製品には寝具類、エプロン、アームカバーなどがあり、
ホームセンター等で購入できます。
※防炎製品について詳しくは最寄りの消防署にお問い合わせください。

防炎製品火災から身を守るため、
身の回りの物を防炎製品にしましょう！

※消火器には使用期限が定められています。
※消防職員が住宅用防災機器を販売することはありません。
　悪質な訪問販売や点検にご注意ください。

非防炎製品

布団による燃焼比較実験

非防炎製品

エプロンによる燃焼比較実験

防炎製品ラベル防炎製品ラベル

消火器 住宅用
消火器

エアゾール式
簡易消火具

【消火器の種類】

ご
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意

■
■
■

□ 焦らず落ち着いて、「火事だ！」と大きな声で周囲に知らせる。
□ 炎が天井に達したら、すぐに避難する。
□ 避難路は、常に確保しておく。

消火器を
使用する時
の注意点

住まいの防火防災診断
　東京消防庁では、高齢者や障害者の
方など、災害時に支援が必要な方のお
宅を消防職員が訪問し、火災、地震、家
庭内事故の危険性などについてアドバ
イスを無料で行っています。
　診断の所要時間は約３０分です。最寄
りの消防署まで、お気軽にご相談・お問
い合わせください。

診 断 項 目 の 一 例

※診断を行う場合は必ずご本人の同意をいただきます。

「防炎製品ラベル」が
安心の目印です。

これからの季節、電気ストーブを使用する機会が増えます。電気
ストーブ火災の9割は、11月から3月にかけて発生しています。（平
成29年中）
「ストーブのうち、最も火災の危険が高いと思うのは何か？」とい
う、2万人に及ぶアンケート調査の結果、8割以上の人が「石油
ストーブ」と回答しました。しかし、実際には「電気ストーブ」の
火災が7割以上と最も多く発生し死者も出ています。
電気ストーブは手軽で「火を使わない」ことで、火災になり

にくく安全だと思われがちですが、高熱を発していますので
注意して使用することを心がけてください。

【 火災予防 】

【 地震対策 】
【家庭内事故】

暖房器具やガスコンロなどの使用状況、住宅用火災警
報器の設置・維持管理状況など
家具類の転倒・落下・移動防止対策など
階段、床等の転倒危険個所の状況、浴室内事故の危険性など

火災予防

防炎製品 防炎製品


